在宅勤務者の雇用保険の適用について
原則として、在宅勤務者は雇用保険の被保険者となりません。
但し、事業所勤務と同一の就業規則等の諸規定が適用され、以下の５つの要件をすべて満たせば被保険者となります。
在宅勤務者・・・労働日の全部またはその大部分について事業所への出勤が免除され、かつ、自己の住所で勤務することを常とする者

1 指揮監督系統が明確なこと
(1) 在宅勤務者の業務遂行状況を直接的に管理することが可能な特定の事業所が、当該在宅勤務者の所属事務所として指定されていること。
2 拘束時間等が明確なこと
(1) 所定労働日及び休日が就業規則、勤務計画表等により予め特定されていること。
(2) 各労働日の始業及び終業時刻、休憩時間等が就業規則等に明示されていること。
3 各日の始業・終業時刻等の勤務時間管理が可能なこと
(1) 各日の始業、終業時刻等の勤務実績が、事業主により把握されていること。

4 報酬が、勤務した時間または時間を基礎としていること
(1) 報酬中に月給、日給、時間給等勤務した期間又は時間を基礎として算定される部分があること。
5 請負・委任的でないこと
(1) 機械、器具、原材料等の購入、賃借、保守整備、損傷（労働者の故意・過失によるものを除く）、事業主や顧客等との通信費等について本人の金銭的負担がないこと又は事業主の全額負担であることが、雇用契約書、就業規則等に明示されていること。
